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学生への指導方針 
実臨床での問題点を最新の画像解析技術を用い解析しその研究成果を産学連携を通して臨

床現場に還元しうる研究手法について指導する。 

学生に対する要望 従来の枠にとらわれない自由な発想に基づく研究システムを学んでいただきたい。 

問 合 せ 先 

(Tel) 06－6210－8444 

担 当 者 菅本 一臣 
(Email) sugamoto@ort.med.osaka-u.ac.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 

（以下教室紹介） 

研 究 内 容 

運動器（骨、関節、筋、腱、靭帯など）疾患の治療を目的として革新的バイオマテリアルの作成を目指す。そのため

には生体内での４次元骨関節動態の評価が不可欠であり、そのシステム開発を行う。それにより運動器疾患の病態解

明、術前計画、手術シミュレーション、術後評価が可能となり、それらを元に総合的治療計画を構築する。またそれ

らによって得られる情報は革新的バイオマテリアル（人工関節、人工骨）の開発に有用となる。またバイオマテリア

ルと生体との適合性、固着力を高める研究を行う。 
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